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績
鍵
主
良
敬
先
生
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を
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す
る
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田　
　

顕　
　

祐

　

二
〇
二
〇
年
七
月
十
日
、
鍵
主
良
敬
名
誉
教
授
が
ご
逝
去
さ
れ
た
。
私
に
と
っ
て
は
生
涯
の
恩
師
で
あ
ら
れ
た
が
、
最
近
の
先
生
の
言

動
は
生
死
を
超
え
た
よ
う
な
ご
様
子
だ
っ
た
の
で
、
も
う
直
接
お
声
を
聞
く
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
が
今
の
私
の
正
直
な
感

覚
で
あ
る
。
先
生
の
ご
生
涯
を
概
括
す
る
こ
と
な
ど
到
底
私
に
は
で
き
な
い
が
、
役
目
な
の
で
微
力
を
尽
く
し
た
い
。

先
生
の
略
歴

　

先
生
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
六
月
九
日
、
北
海
道
に
生
ま
れ
た
。
後
に
北
見
市
に
移
ら
れ
る
が
、
生
ま
れ
は
根
室
だ
っ
た
と
お
聞

き
し
た
。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
北
海
道
立
北
見
北
斗
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
同
年
四
月
に
大
谷
大
学
文
学
部
に
入
学
さ
れ
た
。

私
は
か
つ
て
同
窓
会
機
関
紙
『
無
盡
燈
』
の
「
大
谷
大
学
と
私
」
と
い
う
特
集
で
先
生
に
お
話
を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
（『
無
盡
燈
』
一

三
三
号
）、
そ
の
中
で
先
生
は
入
学
当
時
の
様
子
を
「
仕
方
な
く
大
谷
大
学
に
入
学
し
た
が
あ
る
英
語
の
先
生
に
あ
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
」
と
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
仏
教
学
科
の
山
田
亮
賢
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
も
っ
ぱ
ら
『
華
厳
経
』
を
学
ば
れ
た
。

山
田
先
生
の
指
導
の
も
と
で
「
菩
提
心
」
を
課
題
と
し
て
卒
業
論
文
を
ま
と
め
、
そ
の
ま
ま
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
大
学
院
修

士
課
程
入
学
、
同
三
十
三
年
修
士
課
程
終
了
。
同
年
四
月
大
学
院
博
士
課
程
に
入
学
し
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
三
月
に
同
課
程
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満
期
退
学
し
て
学
歴
を
終
え
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
既
に
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
四
月
か
ら
仏
教
学
研
究
室
嘱
託
と
し
て
の
職
歴
が

始
ま
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
の
職
歴
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
大
谷
大
学
助
手
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
専
任
講
師
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）

助
教
授
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
教
授
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
定
年
退
職
で
あ
る
。
そ
の
間
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）

か
ら
学
生
部
長
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
か
ら
大
学
院
文
学
研
究
科
長
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
か
ら
図
書
館
長
事
務
取
扱
、

な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
学
科
主
任
や
研
究
室
主
任
、
各
種
委
員
会
委
員
・
委
員
長
、
真
宗
大
谷
学
園
評
議
員
な
ど
様
々
な

役
職
を
お
勤
め
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
多
い
の
で
以
下
は
省
略
す
る
。

先
生
の
ご
研
究

　

先
生
の
最
初
の
研
究
課
題
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
卒
業
論
文
に
お
け
る
菩
提
心
の
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
中
国
華
厳
宗
の
法

蔵
の
『
華
厳
経
探
玄
記
』
や
金
子
大
榮
先
生
の
書
物
な
ど
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
こ
の
点
は
山
田
亮
賢
先
生
の
学
風
を
色
濃
く
受

け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
当
初
、
卒
業
後
は
北
海
道
の
ご
自
坊
に
帰
っ
て
中
学
校
の
教
員
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
山
田
先
生
の

強
い
勧
め
に
よ
っ
て
大
学
院
に
進
学
し
、
仏
教
に
お
け
る
「
心
」
の
問
題
に
取
り
組
ま
れ
た
。
先
生
の
最
初
の
論
文
は
「
浄
影
寺
慧
遠
の

如
来
蔵
思
想
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
10-

2
、
一
九
六
二
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
法
蔵
教
学
に
お
け
る
「
一
心
」
の
問
題
、
浄
影
寺
慧
遠

と
法
蔵
の
思
想
的
関
係
、『
十
地
経
論
』
に
関
わ
る
諸
問
題
、『
華
厳
経
』
理
解
に
関
す
る
根
本
的
な
課
題
な
ど
に
関
す
る
考
察
を
重
ね
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
研
究
は
、『
華
厳
教
学
序
説
』（
文
栄
堂
、
一
九
六
八
）
と
い
う
著
書
と
し
て
実
を
結
ん
だ
。
こ
の
書
に
は
「
真
如
と

真
理
の
研
究
」
と
い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
書
が
中
国
の
華
厳
教
学
の
教
理
的
研
究
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、「
如

来
の
真
実
と
は
何
か
」
と
い
う
先
生
の
求
道
的
姿
勢
の
結
実
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
な
お
こ
れ
は
先
生
が
真
宗
大
谷
派
の
擬
講
請

求
論
文
と
し
て
提
出
し
た
も
の
を
も
と
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
書
は
一
九
七
〇
年
度
の
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
学
会
賞
を
受
賞
し
て
い
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る
。
こ
う
し
た
如
来
の
真
実
に
関
す
る
探
究
は
、
次
の
華
厳
性
起
思
想
の
研
究
へ
と
展
開
し
た
。「
華
厳
経
性
起
品
の
研
究
」（『
大
谷
大
学

研
究
年
報
』
25
、
一
九
七
三
）
を
始
め
と
し
て
、
性
起
思
想
を
軸
に
し
た
一
連
の
『
華
厳
経
』
研
究
、
性
起
品
と
そ
の
異
訳
経
典
を
中
心
に

し
た
性
起
思
想
の
原
点
の
解
明
に
取
り
組
ま
れ
た
。
そ
の
成
果
は
、
学
位
請
求
論
文
「
華
厳
性
起
思
想
の
研
究
」（
一
九
八
三
）
と
な
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
先
生
は
多
忙
を
極
め
る
こ
と
と
な
り
、
研
究
業
績
は
真
宗
大
谷
派
夏
安
居
の
講
録
と
単
著
の
出
版
が
主
な
も
の
と
な
る
。
安

居
の
講
録
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
は
、
一
九
八
三
年
『
要
説
大
乗
起
信
論
』（
次
講
）、
一
九
九
二
年
『
華
厳
経
管
見
』（
次
講
）、
一
九

九
九
年
『
顕
浄
土
真
実
証
文
類
要
訣
』（
本
講
、
こ
れ
は
後
に
『
無
上
涅
槃
の
妙
果
』（
二
〇
〇
六
）
と
し
て
改
訂
出
版
さ
れ
た
）、
二
〇
〇
八
年

『
顕
浄
土
真
仏
土
文
類
窃
以
』（
本
講
）
で
あ
る
。
単
著
を
年
次
順
に
紹
介
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、『
国
訳
一
切
経
経
疏
部

十
（
華
厳
経
探
玄
記
五
）』（
一
九
八
四
、
大
東
出
版
社
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
故
坂
本
幸
男
博
士
が
法
蔵
の
『
華
厳
経
探
玄
記
』
を
如
来
相
海
品

第
二
十
九
ま
で
訳
注
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
た
め
に
未
完
成
の
ま
ま
中
断
し
て
い
た
も
の
を
先
生
が
補
遺
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
華
厳

経
』
は
後
半
に
至
る
と
、
普
賢
行
品
・
性
起
品
・
離
世
間
品
・
入
法
界
品
と
連
続
し
、『
華
厳
経
』
の
最
も
重
要
な
教
え
が
説
か
れ
る
。

ま
た
法
蔵
の
『
探
玄
記
』
は
『
華
厳
経
』
理
解
の
た
め
の
必
須
の
注
釈
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
を
補
っ
て
『
探
玄
記
』
の
国
訳
を
完
成

す
る
こ
と
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
。
次
に
『
人
物
中
国
の
仏
教　

法
蔵
』（
一
九
九
一
、
大
蔵
出
版
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
出
版
社
の
企

画
の
中
の
一
冊
で
、
法
蔵
の
生
涯
と
そ
の
思
想
を
紹
介
す
る
目
的
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
大
学
の
木
村
清
孝
先
生
が
『
華
厳
経
』

の
受
容
と
法
蔵
の
生
涯
を
担
当
さ
れ
、
鍵
主
先
生
が
教
学
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
大
谷
大
学
の
開
放
セ
ミ
ナ
ー
の

講
演
録
と
し
て
『
人
間
開
華
の
旅　

─
『
華
厳
経
』
の
こ
こ
ろ
─
』（
一
九
九
九
、
大
谷
大
学
）
が
あ
る
。

　

近
年
の
先
生
の
ご
関
心
は
、
曽
我
量
深
先
生
の
法
蔵
菩
薩
論
の
探
究
で
あ
っ
た
。
当
初
、
私
が
よ
く
お
聞
き
し
た
こ
と
で
言
え
ば
、
法

蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
の
う
ち
の
第
十
一
願
を
曽
我
先
生
が
「
分
水
嶺
の
本
願
で
あ
る
」
と
理
解
さ
れ
た
こ
と
に
特
に
強
い
ご
関
心
が
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
「
法
蔵
菩
薩
は
阿
頼
耶
識
で
あ
る
」
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ま
れ
た
。
先
生
は
「
私
は
金
子
大
榮
先
生
の
華
厳
を
出
発
点
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と
し
て
卒
論
を
ま
と
め
、
そ
し
て
、
最
後
に
曽
我
先
生
の
唯
識
に
至
り
つ
い
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
」（『
無
盡
燈
』
一
三
三
号
）
と
述
懐
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
が
た
ま
た
ま
ご
自
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
時
も
、
常
に
曽
我
先
生
の
著
作
と
何
か
の
コ
ピ
ー
が
机
上
に
置

か
れ
て
い
た
。
最
近
で
は
浄
土
真
宗
の
往
生
論
を
め
ぐ
っ
て
為
さ
れ
た
論
難
に
対
し
て
激
し
く
反
応
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
思
い
は
遂
に

『
近
代
真
宗
往
生
論
の
真
髄
』（
二
〇
一
八
、
方
丈
堂
出
版
）
と
い
う
著
書
を
産
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
こ
の
書
を
し
ば
し
ば
「
こ

れ
は
私
の
遺
言
で
あ
る
」
と
口
に
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
中
に
は
実
に
多
く
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
晩
年
の
先
生
の
内
心
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
生
は
、
私
た
ち
が
学
生
の
頃
か
ら
曽
我
量
深
先
生
の
こ
と
を
度
々
口
に
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
も
ず
っ

と
思
索
を
重
ね
て
お
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
は
「
こ
れ
ま
で
は
目
玉
が
滑
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
」
と
述
懐
す
る

よ
う
に
な
ら
れ
た
。
亡
く
な
る
中
で
も
「
生
き
て
ま
し
ま
す
法
蔵
菩
薩
」
と
い
う
論
稿
を
書
き
続
け
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
曽
我
先
生
の

法
蔵
菩
薩
論
が
鍵
主
先
生
に
お
い
て
深
化
し
た
独
自
の
表
現
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。「
如
来
の
真
実
と
は
何
か
」
と
い
う
先
生
の
当
初
の

問
い
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
結
実
し
た
の
だ
と
い
う
感
を
強
く
持
つ
の
で
あ
る
。

一
学
生
と
し
て
の
先
生
と
の
出
会
い

　

私
は
一
九
七
三
年
に
文
学
部
仏
教
学
科
に
入
学
し
た
。
そ
の
時
の
補
導
教
員
（
現
在
は
指
導
教
員
で
あ
る
が
当
時
は
補
導
教
員
と
言
っ
た
）

が
鍵
主
先
生
で
あ
っ
た
。
助
教
授
に
な
ら
れ
て
三
年
目
に
あ
た
る
。
当
時
の
新
入
生
は
総
合
1
と
総
合
2
と
い
う
授
業
が
必
修
で
、
総
合

2
は
仏
教
を
通
し
て
自
分
自
身
や
人
生
観
な
ど
を
考
え
直
す
と
い
う
目
的
を
持
っ
た
授
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
「
仏
教
入
門
」
と
い

う
内
容
と
は
異
な
る
新
た
な
概
念
に
よ
る
授
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
授
業
を
通
し
て
私
は
先
生
に
出
会
い
、
激
し
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

こ
の
こ
と
は
『
無
盡
燈
』
一
三
三
号
に
「
偉
大
な
謎
の
先
生
」
と
し
て
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
そ
れ
以
来
、
私
は

生
涯
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
ず
っ
て
今
日
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
文
学
部
で
も
大
学
院
で
も
多
く
の
授
業
を
拝
聴
し
た
が
、
ど
の

授
業
も
先
生
独
特
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
授
業
中
に
学
生
を
前
に
し
た
ま
ま
三
昧
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
と
言
え
ば
い
い
の
か
、
ノ
ー
ト
を
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作
っ
て
そ
れ
を
板
書
し
な
が
ら
講
義
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
時
、『
華
厳
経
』
に
関
す
る
授
業
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、

黒
板
に
「
仏
」
と
い
う
字
を
大
書
し
て
、
そ
の
字
の
周
り
を
チ
ョ
ー
ク
で
グ
ル
グ
ル
と
線
を
引
き
な
が
ら
、
教
壇
を
行
っ
た
り
来
た
り
で

一
時
間
が
終
了
し
た
。
私
の
隣
の
学
生
は
授
業
の
意
味
が
全
く
わ
か
ら
ず
、
自
分
の
ノ
ー
ト
に
同
じ
よ
う
に
「
仏
」
と
い
う
字
を
書
い
て

グ
ル
グ
ル
と
線
を
引
い
て
板
書
を
写
し
て
い
た
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
学
生
を
見
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
別
の
あ
る
時
、
遅
刻
し
た
の

に
悪
び
れ
も
せ
ず
入
っ
て
き
た
学
生
に
、
突
然
「
君
は
一
体
ど
う
い
う
つ
も
り
か
」
と
、
怒
髪
天
を
衝
く
よ
う
な
大
声
で
叱
ら
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
学
生
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
晴
天
の
霹
靂
で
あ
る
が
、
先
生
は
い
つ
も
真
剣
勝
負
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

先
生
は
、
囲
碁
が
好
き
だ
っ
た
。
趣
味
の
域
で
は
な
く
、
石
の
生
き
死
に
が
正
に
そ
の
ま
ま
い
の
ち
の
や
り
と
り
で
あ
る
か
の
よ
う
だ

っ
た
。
私
は
「
囲
碁
も
や
ら
な
い
者
に
仏
教
が
わ
か
る
か
」
と
言
わ
れ
て
、
純
情
だ
っ
た
の
で
そ
の
足
で
碁
石
と
折
り
た
た
み
式
の
碁
盤

を
買
い
に
行
っ
た
が
、
結
局
囲
碁
は
身
に
付
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
私
に
は
仏
教
は
分
か
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
学
生
が
ご
自
宅
に

伺
う
こ
と
も
喜
ば
れ
、
い
つ
も
満
面
の
笑
み
で
私
た
ち
を
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
私
た
ち
は
奥
様
の
手
料
理
を
随
分
ご
馳
走
に
な

っ
た
。
休
暇
中
も
学
生
に
よ
く
付
き
合
っ
て
い
た
だ
い
た
。
先
生
か
ら
頂
い
た
程
の
ご
恩
を
、
私
は
ど
れ
だ
け
学
生
諸
君
に
お
返
し
し
て

い
る
か
と
振
り
返
っ
て
み
る
と
内
心
忸
怩
た
る
思
い
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
学
恩
を
ど
の
よ
う
に
報
謝
す
る
か

　

先
に
触
れ
た
『
近
代
真
宗
教
学
往
生
論
の
真
髄
』
に
は
、
空
間
的
・
三
界
内
的
に
浄
土
を
捉
え
て
死
後
そ
こ
に
往
生
す
る
と
い
う
凡
夫

の
常
識
的
な
往
生
理
解
に
対
す
る
綿
密
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
蓋
し
、
本
書
の
中
心
は
「
こ
の
身
体
は
法
蔵
菩
薩
を
感
ず
る
と
こ
ろ

の
器
で
あ
る
」
と
い
う
曽
我
先
生
の
言
葉
に
深
く
感
動
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
曽
我
先
生
の
『
歎
異
抄
聴
記
』
の
中
の
も
の

で
あ
る
が
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
と
い
う
概
念
を
、
衆
生
の
側
か
ら
表
現
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
両
者
の

結
合
が
、
先
生
の
白
鳥
の
歌
と
も
言
う
べ
き
「
生
き
て
ま
す
ま
す
法
蔵
菩
薩
」
と
い
う
表
現
な
の
だ
と
思
う
。
こ
の
論
稿
は
現
段
階
で
は
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未
公
開
で
あ
る
が
、
最
初
に
浄
土
真
宗
の
往
生
の
問
題
を
考
え
る
と
き
に
は
、
曇
鸞
の
「
無
生
の
生
」「
無
生
法
忍
」
と
い
う
課
題
と
重

ね
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
現
下
の
私
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
曇
鸞
の
「
無
生
の

生
」
と
い
う
概
念
は
、『
般
若
経
』
と
龍
樹
の
中
観
思
想
を
『
維
摩
経
』
に
よ
っ
て
僧
肇
が
再
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
浄
土
教
の
「
往

生
」
が
こ
う
し
た
大
乗
仏
教
の
基
盤
と
も
言
う
べ
き
思
想
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
菩
薩
の
「
無
生
法
忍
」
と
い
う
課
題
は
、
大
乗
菩
薩
道
の
上
で
そ
れ
を
初
地
に
お
い
て
語
る
経
典
と
、
八
地
に
お
い
て
語
る
経
典
と

が
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
大
乗
仏
教
の
思
想
的
深
化
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
う
し
た
点
も
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
探
究
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
親
鸞
に
至
る
「
浄
土
教
」
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
思
想
史
的
基
盤
に
立
つ
仏
教
な
の
か
と
い
う
問
題
の
根

本
が
全
く
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
を
先
生
は
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
一
歩
で
も
進
め
て
い
く
こ
と

が
、
先
生
の
後
を
歩
む
私
た
ち
に
託
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。


